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二二
 岡本綺堂『新脚本叢書 第三編』平和出版社、一九一七年四月
 
二三
 佐伯順子「お染
 鳥辺山心中」『国文学 五十二巻一』二〇〇七年一月
 
二四
 牟田和恵『戦略としての家族』新曜社、一九九六年七月三十日
 
二五
 尾崎紅葉「伽羅枕」『読売新聞』一八九〇年七月～九月
 
二六
 徳田秋聲「小説入門」『文芸研究叢書 第二編』春陽堂、一九一八年四月二
十日、（ただし引用は、「徳田秋聲『徳田秋聲全集 第二十四巻』八木書店、
二〇〇一年九月十八日」を使用した。）
 
二七
 坂下智昭「『箕輪の心中』に内包する「型」――岡本綺堂が描く藤枝外記心
中事件――」『近代文学 第二次 研究と資料４』二〇一〇年三月
 
二八
 佐伯順子「お染
 鳥辺山心中」『国文学 五十二巻一』学燈社、二〇〇七年
一月
 
二九
 石橋思案「本町誌」『文芸倶楽部』一九一一年十一月 
 
三〇
 佐伯順子『「愛」と「性」の文化史』角川学芸出版、平成二十年十一月十日
 
